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要  約 
本稿は次の４点を念頭に、発音指導の観点からハンガリー語と日本語の音声を比較する。①「通じるハンガリー語」
を目指す。② 近似音は日本語の音声で代用する。③ 代用できない場合、発音方法を解説する。④ 片仮名転写は推奨し
ないが、近似音を得るために一部利用する。 
ハンガリー語（標準口語）に 14 の母音音素と 25（24）の子音音素がある。母音音素では円唇母音に注意を払う必要
がある。子音音素の多くが日本語に近似音または異音として存在している。［f］［v］のように英語で馴染みのある子音
もあるが、ハンガリー語特有の子音として［c］［ɟ］の発音を新しく習得する必要がある。 

























































a［ɔ］    英語のように［ei］［æ］とは読まない。 
c［tseː］［ts］ 
e［ɛ］［ɛ］  英語のように［i:］とは読まない。 
g［geː］［g］ 英語のように［dʒiː］とは読まない。 
h［ha:］［h］ 
i［i］    英語のように［ai］とは読まない。 
j［je:］［j］  英語のように［dʒei］とは読まない。 
o［o］    英語のように［ou］とは読まない。 
s［ɛʃː］［ʃ］ 英語のように［s］とは読まない。5） 




  á ［aː］ 長音化 
  é ［eː］ 長音化 
  í ［iː］  長音化 
  ó ［oː］ 長音化 
  ö ［ø］   円唇化 
  ü ［y］  円唇化 
ő ［øː］ 長音化と円唇化 
ű ［yː］ 長音化と円唇化 
 
3 2 つの文字で一つの音声を表すもの 
  cs［tʃeː］［tʃ］ 
  dz［dzeː］［dz］ 
  gy［ɟeː］［ɟ］ 
  ly ［ɛlːipsilon］（［ɛjː］）［j］5） 
  ny［ɛɲː］［ɲ］ 
  sz［ɛsː］［s］5） 
  ty［ceː］［c］   
  zs［ʒeː］［ʒ］   
 
4 3 つの文字で一音を表すもの 








ることがよく見られる。例えば、j を ［dʒ］ と読んだり、






















  friss［friʃː］〔新鮮〕 
  klub［klub］〔クラブ〕 
krumpli［krumpli］〔じゃが芋〕 
mnemonika［mnɛmonikɔ］〔記憶術〕 
  prém［preːm］〔毛皮〕 
sport［ʃport］〔スポーツ〕 

























4.  ハンガリー語の音素 7） 







   
図１  ヒューマンアカデミー 2011: 390. 










































図２  Gósy 1997 より 
 
上記のように、a と á、e と é は短長のペアをなして
















  ára［aːrɔ］〔～の値段〕 
ara［ɔrɔ］〔婚約者〕 
   arra［ɔːrɔ］〔あちら・そちらへ〕 









4.2  子音 
ハンガリー語の子音音素は 
p b m f v t d s z ts n l r ʃ ʒ tʃ（dz）dʒ c ɟ j ɲ k g h 

















































仮名表記 サ シ ス セ ソ 
音声表記 sa ʃi sɯ se so 
洪語 sza si szu sze szo 
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4.2.2 日本語のタ行・ダ行にある音素 
ハンガリー語の音素 / tʃ / と / ts / は次のタ行の中に
ある。 
 
仮名表記 タ チ ツ テ ト 
音声表記 ta tʃi tsɯ te to 








ツァ ツィ  ツ  ツェ ツォ 
［ tsa   tsi   tsɯ   tse   tso ］ 







仮名表記 ダ ヂ ヅ デ ド 
音声表記 da dʒi dzɯ de do 










仮名表記 ナ ニ ヌ ネ ノ 
音声表記 na ɲi nɯ ne no 
洪語 na nyi nu ne no 
 














に 3 ヵ所にわたっている。 
 
仮名表記 ハ ヒ フ ヘ ホ 
音声表記 ha çi ɸɯ he ho 













   cseh［tʃɛ］ 〔チェコ人・チェコ語・チェコの〕  
      juh［ju］  〔羊〕 
      méh［meː］〔蜜蜂〕 
複合語を作るときや子音で始まる接尾辞を付ける場合も
無音である。例としては 
   Csehország［tʃɛorsaːg］〔チェコ〕 
      juhakol［juɔkol］〔羊小屋〕 
      juhval［juvɔl］〔羊と・で〕 
      méhkas［meːkɔʃ］〔養蜂箱〕 
など。しかし、母音で始まる接尾辞がつく場合、h［h］
が発音される。 
   csehek［tʃɛhɛk］〔チェコ人〕 
      juhász［juhaːs］〔羊飼い〕 
語末の h は［x］と発音される例。    












日本語にない音素でハンガリー語にある音素は / f   




































て練習する（加藤ほか編 2016: 84） 
・早口で「札幌ラーメン」と繰り返して練習する（加
藤ほか編 2016: 84） 
 
図５ 小泉 1996: 57. 
 
［l］は舌先を歯茎に付けたままで息を舌の両側から出
してみる（小泉 1996: 55）。 
 
 





の正書法では ty / gy で綴られる。後者はヘボン式ローマ

















Magyar-angol kéziszótár〔洪英辞典〕で ty の項目を見



















kvarc［kvɔrts］ → 変化なし〔石英〕 
ösvény［øʃveːɲ］→ 変化なし〔小道〕 
b.  無声化：有声子音＋無声子音→無声子音＋無声子   
音 
biztos［bistoʃ］〔絶対〕 
    nagy kalap［nɔc kɔlɔp］〔大きな帽子〕 
この場合 v も無声化する。 
távkapcsoló［taːfkɔptʃoloː］ 〔リモコン〕 
c.  鼻音同化：/n/ が p、b、m の前で［m］となる。 
azonban［ɔzombɔn］〔しかし〕 
színpad ［simpɔd］〔舞台〕 
/n/ が k、g の前で［ŋ］となる。 
hang［hɔŋg］〔音・声〕 
fánk［faːŋk］〔ドーナッツ〕 






 l ＋ j →［jː］  tanulj［tɔnujː］〔勉強しなさ
い〕 
  ll ＋ j →［jː］  állj［aːjː］〔止まりなさい〕 
  sz ＋ s →［ʃː］  egészség［ɛgeːʃːeːg］〔健康〕 
  t ＋ c →［tsː］  utca［utsːɔ］〔通り〕 
 t ＋ cs →［tʃː］ öt cseh［øtʃːɛ］〔チェコ人五
人〕 
z ＋ s →［ʃː］  igazság［igɔʃːaːg］〔真実〕 
 
b. 順行同化： 
gy ＋ j →［ɟː］  higyj ［hiɟː］〔信じなさい〕 
ny ＋ j →［ɲː］  anyja ［ɔɲːɔ］〔彼の母〕 




d＋j →［ɟː］ családja［tʃɔlaːɟːɔ］〔彼の家族〕 
 n＋j →［ɲː］ telefonja［tɛlɛfoɲːɔ］〔彼の電話〕 
  t＋j →［cː］ szeretjük［sɛrɛcːyk］〔私たちが
好きである〕 
b. 破擦音化： 
 d＋s →［tʃː］ szabadság［sɔbɔtʃːaːg］〔自由・ 
休暇〕 
  d＋sz →［tsː］ adsz［ɔtsː］〔君が与える〕 
  gy ＋sz →［tsː］gyógyszer［ɟoːtsːɛr］〔薬〕 
t＋s →［tʃː］［tʃ］költség［køltʃeːg］〔支出、費
用、経費〕  











  jobbra［jobrɔ］〔右へ〕 
  otthon［othon］〔家で〕 
    sarkkör［ʃɔrkør］〔（北・南）極圏〕 



























1.  2019 年度のシラバスによる。 
2.  アジア・アフリカ言語文化研究所では 1982・1997・













7.  ハンガリー語には母音音素の数は 14 ある。子音音素は
25 とする場合が多いが、最近の研究では /dz/ を音素
として認められていない。É. Kiss Katalin et al.
（2003: 3.2.3.3.2.3）、Kiefer Ferenc et al.（2006: 
2.1.2.1.3）など。 




9. この［e］を［ɛ］と区別するために ë で表記されること
がある。 





Kiefer Ferenc et al. (2006 : 26.3.26.3.1.26.3.1.1.) 
12. ただし、ㅚ［ø］とㅟ［y］は［we］と［wi］として
発音されることが多い（李ほか 2004: 72）。 
13. 岐阜弁［aøː］〔青い〕（平山ほか 1997: 46）、［ɯsyː］
〔薄い〕（同上 1997: 55）。愛知の方言（調査地点は名
古屋市）［aøː］〔青い〕（同上 2013: 78）、［ɯsyː］〔薄
い〕（同上 2013: 87）、［ɯgyːsɯ］〔鶯〕（同上 2013: 
87）など。（引用データのアクセント表記を省略。） 






16. ハンガリー語の音素表記 / c /（そして音声表記［ c ］）
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れ 
   ［kambaN］［kantaN］［kaŋgeN］ 
と 4 種類の音声となる。日本人は同じ「ん」と捉えて

















（Sándor Klára 2014: 43） 
21.  小泉（1996: 45-46）、加藤・安藤（2016: 27-28）
など。 
22.  加藤・安藤（2016: 28）。 
23.  岡本（2013: 4-5）。 
24.  Országh 1976: 1066.  
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付表 ハンガリー語のアルファベットと 50 音図 
    






カ キ ク ケ コ 
ka ki ku ke ko 
ガ ギ グ ゲ ゴ 
ga gi gu ge go 
サ シ ス セ ソ 
sza si szu sze szo 











タ チ ツ テ ト 
ta csi cu te to 






ナ ニ ヌ ネ ノ 
na nyi nu ne no 






バ ビ ブ ベ ボ 
ba bi bu be bo 
パ ピ プ ペ ポ 
pa pi pu pe po 
マ ミ ム メ モ 
ma mi mu me mo 
ヤ  ユ  ヨ 
ja  ju  jo 
ラ リ ル レ ロ 
ra ri ru re ro 
ワ     
va 
（歯と下唇との摩擦） 








キャ  キュ  キョ 
kja  kju  kjo 
ギャ  ギュ  ギョ 
gja  gju  gjo 
シャ  シュ  ショ 
sa  su  so 







チャ  チュ  チョ 
csa  csu  cso 







ニャ  ニュ  ニョ 
nya  nyu  nyo 
ヒャ  ヒュ  ヒョ 
hja  hju  hjo 
ビャ  ビュ  ビョ 
bja  bju  bjo 
ピャ  ピュ  ピョ 
pja  pju  pjo 
ミャ  ミュ  ミョ 
mja  mju  mjo 
リャ  リュ  リョ 
rja  rju  rjo 
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